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平成１８年４月期  第 3四半期財務・業績の概況（連結）     平成１８年３月１５日 
 
会社名 株式会社 メガネスーパー （コード番号： ３３１８   ＪＱ） 
（ＵＲＬ http://www.meganesuper.co.jp ）   本社所在都道府県 神奈川県 

代表者役職・氏名 代表取締役社長 田中 由子       
問合せ先 責任者役職・氏名 常務取締役   黒羽 誠一   ＴＥＬ：（０４６５） ２４ ―  ３６１１ 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
当中間連結会計期間から「固定資産の減損に係る会計基準」（「固定資産の減損に係る会計基準の設
定に関する意見書」（企業会計審議会 平成 14年８月９日））及び「固定資産の減損に係る会計基準
の適用指針」（企業会計基準委員会 平成 15年 10月 31日 企業会計基準適用指針第６号）を適用
しております。これにより税金等調整前四半期純利益が 678百万円減少しております。 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 無 

 
２．平成１８年４月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17年５月１日～平成 18年１月 31日） 
 
(1) 経営成績（連結）の進捗状況                  （単位：百万円未満切捨て） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１８年４月期第３四半期 28,664(  0.9) 2,306( △30.8) 2,203( △31.7) 760( △47.3) 
１７年４月期第３四半期 28,410(  －) 3,334(   －) 3,227(   －) 1,441(   －) 
(参考)１７年４月期 37,776(   －) 3,945(   －) 3,824(   －) 1,485(    ) 

 
 １株当たり四半期 

（当期）純利益 
潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

１８年４月期第３四半期 55  86 －     － 
１７年４月期第３四半期 109  29 －     － 
(参考)１７年４月期 110    14 －     － 
（注）①期中平均株式数（連結）18年４月期第３四半期 13,608,424株 17年４月期第３四半期 13,190,716株 
               17年４月期     13,190,394株 
   ②売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。 
 
［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等（平成 17年５月１日～平成 18年１月 31日）］ 
 
 当第３四半期における我が国の経済は、企業収益が改善し設備投資も増加、個人消費も緩やかに増
加傾向を示し、景気は同様に緩やかな回復基調にあります。一方におきましては原油価格の高騰、税
制・年金制度改革による公的負担増、少子化による人口の減少、急激な高齢化社会への移行など、景
気の先行きに不透明感も拭いされない市場環境が続いております。 
  
眼鏡小売業界におきましては企業間競争が一層激化し、前事業年度業界全体の業績の高推移での影
響や眼鏡の買い替えサイクルの間、及び異業種間競争の激化（特に衣料品、家電等）による異業種間
における顧客の争奪などにより眼鏡小売業界全体の売上高伸張が伸び悩んでおり、当社グループの業
績も計画を下回る結果となっております。 
 
 このような経済状況及び経営環境のもと、当社グループは「業界シェア 10％を目指した基盤づくり」
を長期的経営目標とし、当連結会計年度においては“第二創業期”と位置づけ、当社グループの強み
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でもある機動力を活かした営業力の強化、高付加価値商品の拡充、技術力・接客力の向上による「顧
客づくり」に取り組んでおります。 
具体的な取り組みとしまして現在下記施策を展開しております。 
１．新取扱商品の投入による需要の拡大 
  従来の商品アイテムでは取り込めていない新たな顧客層を開拓するために、ゲルマニウム商品（ゲ
ルマニウムフレーム＜2005 年 10 月＞、プチシルマ関連商品＜2005 年 11 月＞）など新商品の販売
を開始。 
２．年代別・世代別動向を踏まえた販売促進策の展開 
  コンタクトレンズ顧客を眼鏡販売につなげるため、ポイントカードの特典を充実。 
３．適正展示数の見直し 
  全店舗のフレーム適正展示本数の見直しをおこない、見やすく買いやすい売場を提供。 
４．新規出店の加速 
  当第３四半期会計期間においては、既存店との相乗効果を活用するために熊本、新潟、長崎各県
へのドミナント出店。 
５．店長の指導力及びＯＪＴの強化 
  部下のレベルアップに大きく貢献したその監督指導者である店長を評価する制度を導入。 
 
以上、眼鏡（フレーム・レンズ等）の販売が鈍化するなか、少しずつではありますが各施策のプラス
効果が表れてきております。また、経営企画室を中心とした予算委員会にて積極的に経費の削減に取
り組んでおります。 
 
 以上の結果、当第 3四半期連結会計期間の業績は、売上高は 28,664百万円、営業利益は 2,306百万
円、経常利益は 2,203百万円、第３四半期純利益は 760百万円となりました。 
 
(2) 財政状態（連結）の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 

株 主 資 本      
 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１８年４月期第 3四半期 36,052 11,671 32.4 846  48 
１７年４月期第 3四半期 36,250 10,341 28.5 784  06 
(参考)１７年４月期 36,307 10,384 28.6 784  87 
（注）①期末発行済株式数（連結）18年４月期第３四半期 13,787,900株 17年４月期第３四半期 13,189,680株 

17年４月期           13,189,140株 
 
【連結キャッシュ・フローの状況】 
 営 業 活 動 に よ る          

キャッシュ・フロー 
投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期 末 残 高          
 百万円 百万円 百万円 百万円 

１８年４月期第 3四半期 482 △1,521 370 3,204 
１７年４月期第 3四半期 1,938 △1,350 △1,127 3,630 
(参考)１７年４月期 3,144 △1,635 △1,806 3,872 

 
［財政状態の変動状況に関する定性的情報等（平成 17年５月１日～平成 18年１月 31日）］ 
 
① 財政状態（連結）の変動状況 

 
当第 3 四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 255 百万円減少致しまし
た。これは、主に新規開設店等に伴うたな卸資産の増加 350 百万円、並びに新規開設店に伴う敷金及
び保証金の増加 557百万円となりましたが、現金及び預金が 743百万円減少したこと及び当中間連結
会計年度から固定資産の減損に係る会計基準を適用したこと等により有形固定資産が 621 百万円減少
したことによるものであります。また負債は、前連結会計年度末に比べ 1,542 百万円減少致しており
ます。これは、未払法人税等が 384百万円及び未払費用が 628百万円減少したこと、また、有利子負
債の金利コスト低減に伴う借替え等により社債が 932百万円増加致しましたが、短期借入金 558百万
円、長期借入金が 796百万円減少したこと等によるものであります。 
 当第３四半期連結会計期間末における株主資本は、前連結会計年度末に比べ 1,286 百万円増加致し
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ました。これは、当第 3 四半期純利益額 760 百万円、新株発行による資本金・資本剰余金の増加 922
百万円となりましたが、前会計年度利益処分及び中間会計期間による株主配当等の支出により 401 百
万円減少したこと等によるものであります。 
 
その結果株主資本比率は、前連結会計年度末に比べ 3.8％増加、32.4％となりました。また、１株当
たり株主資本も同様に前連結会計年度末に比べ 61円 61銭増加、846円 48銭となりました。 
 
② 連結キャッシュ・フローの状況 

 
 当第 3 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 668 百万円
減少し、当第 3四半期連結会計期間末には 3,204百万円となりました。 

 
当第 3 四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおり
であります。 
 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果得られた資金は、482百万円となりました。これは売上高の伸張率の鈍化により営業
活動による収入が減少したこと、また、店舗の新規開設及び新商品の取扱開始に伴うたな卸資産の増
加等によるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は、1,521百万円となりました。これは有形固定資産の取得による支出
並びに敷金及び保証金の支払による支出が増加したこと等によるものであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動の結果得られた資金は、370百万円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出
及び配当金（中間配当金を含む）の支払額が増加ましたが、社債の発行による収入及び増資による調
達が行われたこと等によるものであります。 
 
３．平成１８年４月期の連結業績予想（平成 17年 5月 1日～平成 18年 4月 30日） 
 
 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通     期 38,219 2,952 1,010 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   73円  25銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等（平成 17年 5月 1日～平成 18年 4月 30日）］ 
 
当社グループは「業界シェア 10％を目指した基盤づくり」を長期的経営目標とし、当連結会計年度
においては“第二創業期”と位置づけ、当社グループの強みでもある機動力を活かした営業力の強化、
高付加価値商品の拡充、技術力・接客力の向上による「顧客づくり」に取り組んでおります。 
平成 18年４月期の連結業績予想につきましては、景気は同様に緩やかな回復基調にあるものの業界
要因等の影響を受け第３四半期連結会計期間の業績は予想を下回る状況にて推移致しました。第４四
半期連結会計期間におきましても、引き続き同状況が続くものと考えられます。当社グループにおき
ましては、積極的な営業戦略に加え、経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等に記載しま
した通り、経済状況及び経営環境に併せたタイムリーな施策を展開することにより業績への影響を最
小限に抑えかつ相乗効果により今後の業績へプラス効果となるよう取り組んでおります。また、経費
削減効果も引き続き期待でき、翌連結会計年度に向けた足固めの第４四半期連結会計期間にしてまい
ります。 
 しかしながら、現況の経営環境を鑑み平成 18年４月期の通期連結業績予想は平成 17年 12月 14日
開示致しました予想数値を下回ると予想され上記のとおりに変更させていただきます。 
 
※上記に記載した業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成された
ものであります。実際の業績等は、今後様々な要因により当該予想数値と異なる場合があります。 
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〔添付資料〕 
 
１．第 3四半期要約連結貸借対照表 

（単位：千円） 
当第 3四半期 
連結会計期間末 

（平成 18年 1月 31日現在） 

前第 3四半期 
連結会計期間末 

（平成 17年 1月 31日現在） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成17年４月30日現在） 科  目 

金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 
（資産の部）       
Ⅰ 流動資産       

1現金及び預金 3,248,552  3,845,697  3,991,717  
2売掛金 860,534  817,739  1,036,675  
3たな卸資産 4,282,256  3,922,441  3,931,584  
4その他 1,026,717  933,273  986,199  
貸倒引当金 △21,619  △18,703  △20,436  
流動資産合計 9,396,441 26.0 9,500,448 26.2 9,925,739 27.3 
Ⅱ 固定資産       

1有形固定資産       
（1）建物 4,538,402  4,935,406  4,475,957  
（2）土地 7,256,381  7,978,611  7,936,864  
（3）建設仮勘定 3,885  ―  ―  
（4）その他 1,541,691  1,558,700  1,548,883  
有形固定資産合計 13,340,360 37.0 14,472,718 39.9 13,961,706 38.4 

2無形固定資産 248,787 0.7 259,766 0.7 279,444 0.8 
3投資その他の資産       
（1）敷金及び保証金 10,433,027  9,745,946  9,875,690  
（2）その他     2,632,562  2,363,994  2,303,280  
貸倒引当金 △58,529  △169,346  △101,247  
投資その他の資産合計 13,007,060 36.1 11,940,594 33.0 12,077,723 33.3 
固定資産合計 26,596,207 73.8 26,673,079 73.6 26,318,874 72.5 
Ⅲ 繰延資産       
社債発行費 59,632  77,138  62,916  
繰延資産合計 59,632 0.2 77,138 0.2 62,916 0.2 
資産合計 36,052,281 100.0 36,250,666 100.0 36,307,530 100.0 
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当第 3四半期 
連結会計期間末 

（平成 18年 1月 31日現在） 

前第 3四半期 
連結会計期間末 

（平成 17年 1月 31日現在） 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
（平成17年４月30日現在） 科  目 

金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 
（負債の部）       
Ⅰ 流動負債       
 1支払手形及び買掛金 4,931,913  5,077,843  5,082,706  
 2短期借入金 2,564,752  3,469,164  3,123,564  
 3未払法人税等 389,588  834,072  774,499  
 4未払費用 1,400,864  1,414,385  2,028,920  
 5その他 1,547,203  1,428,334  1,540,116  
流動負債合計 10,834,322 30.0 12,223,798 33.7 12,549,806 34.6 
Ⅱ 固定負債       
 1社債 4,190,000  3,470,000  3,257,500  
 2長期借入金 4,013,218  4,922,062  4,810,021  
 3退職給付引当金 1,016,408  939,395  952,198  
 4役員退職慰労引当金 1,483,313  1,483,313  1,483,313  
 5預り保証金 2,827,890  2,845,460  2,847,760  
 6その他 15,948  25,094  22,742  
固定負債合計 13,546,777 37.6 13,685,325 37.8 13,373,534 36.8 
負債合計 24,381,100 67.6 25,909,124 71.5 25,923,341 71.4 
（少数株主持分）       
少数株主持分 ― ― ― ― ― ― 
（資本の部）       
Ⅰ資本金 1,532,360 4.3 1,071,080 2.9 1,071,080 2.9 
Ⅱ資本剰余金 1,467,880 4.1 1,006,600 2.8 1,006,600 2.8 
Ⅲ利益剰余金 8,661,634 24.0 8,258,972 22.8 8,302,616 22.9 
Ⅳその他有価証券評価差額金 14,814 0.0 7,253 0.0 7,312 0.0 
Ⅴ自己株式 △5,508 △0.0 △2,363 △0.0 △3,420 0.0 
資本合計 11,671,180 32.4 10,341,542 28.5 10,384,188 28.6 
負債、少数株主持分
及び資本合計 36,052,281 100.0 36,250,666 100.0 36,307,530 100.0 
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２．第 3四半期要約連結損益計算書 
（単位：千円） 

当第 3四半期 
連結会計期間 

〔自 平成 17年５月１日 
至 平成 18年 1月 31日〕 

前第 3四半期 
連結会計期間 

〔自 平成 16年５月１日 
至 平成 17年 1月 31日〕 

前連結会計年度の 
要約連結損益計算書 
〔自 平成 16年５月１日 
至 平成 17年４月 30日〕 

科  目 

金  額 百分比

（%） 金  額 百分比

（%） 金  額 百分比

（%） 
Ⅰ 売上高 28,664,350 100.0 28,410,153 100.0 37,776,815 100.0 
Ⅱ 売上原価 7,827,252 27.3 7,578,104 26.7 10,126,424 26.8 
売上総利益 20,837,098 72.7 20,832,048 73.3 27,650,391 73.2 
Ⅲ 販売費及び一般管理費 18,530,784 64.7 17,497,462 61.6 23,704,660 62.8 
営業利益 2,306,313 8.0 3,334,586 11.7 3,945,731 10.4 
Ⅳ 営業外収益 124,831 0.5 130,145 0.5 187,308 0.5 
Ⅴ 営業外費用 227,597 0.8 236,978 0.8 308,656 0.8 
経常利益 2,203,547 7.7 3,227,753 11.4 3,824,383 10.1 
Ⅵ 特別利益 94,056 0.3 5,600 0.0 10,100 0.0 
Ⅶ 特別損失 804,862 2.8 268,537 1.0 883,022 2.3 
税金等調整前第３四半期 
（当期）純利益 1,492,741 5.2 2,964,816 10.4 2,951,461 7.8 

法人税、住民税及び事業税 922,269 3.2 1,450,563 5.1 1,375,282 3.7 
法人税等調整額 △189,659 △0.7 72,662 0.2 90,945 0.2 
第３四半期（当期）純利益 760,130 2.7 1,441,590 5.1 1,485,233 3.9 
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平成１８年４月期  第 3四半期財務・業績の概況（個別）   平成１８年３月１５日 
 
会社名 株式会社 メガネスーパー （コード番号： ３３１８   ＪＱ） 
（ＵＲＬ http://www.meganesuper.co.jp ）   本社所在都道府県 神奈川県 

代表者役職・氏名 代表取締役社長 田中 由子       
問合せ先 責任者役職・氏名 常務取締役   黒羽 誠一   ＴＥＬ：（０４６５） ２４ ―  ３６１１ 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 
② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
当中間会計期間から「固定資産の減損に係る会計基準」（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に
関する意見書」（企業会計審議会 平成 14年８月９日））及び「固定資産の減損に係る会計基準の適
用指針」（企業会計基準委員会 平成 15年 10月 31日 企業会計基準適用指針第６号）を適用して
おります。これにより税金等調整前四半期純利益が 678百万円減少しております。 
２．平成１８年４月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17年５月１日～平成 18年１月 31日） 
(1) 経営成績の進捗状況                      （単位：百万円未満切捨て） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期（当期） 

純 利 益       
 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

１８年４月期第 3四半期 26,230( △1.0) 2,092( △29.1) 2,071( △29.2) 680( △48.4) 
１７年４月期第 3四半期 26,498(  －) 2,951(   －) 2,927(   －) 1,319(   －) 
(参考)１７年４月期 35,194(   －) 3,520(   －) 3,497(   －) 1,353(    ) 

 
 １株当たり四半期 

（当期）純利益 
潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭 

１８年４月期第 3四半期     50  04 －     － 
１７年４月期第 3四半期     100  04 －     － 
(参考)１７年４月期 100  16 －     － 
（注）①期中平均株式数 18年４月期第３四半期 13,608,424株 17年４月期第３四半期 13,190,716株 

17年４月期     13,190,394株 
②売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示す。 

(2) 財政状態の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 １株当たり 

株 主 資 本      
 百万円 百万円 ％ 円    銭 

１８年４月期第 3四半期 34,532 11,239 32.5 815  19 
１７年４月期第 3四半期 35,338 9,999 28.3 758  10 
(参考)１７年４月期 35,191 10,031 28.5 758  17 
（注）期末発行済株式数 18年４月期第３四半期 13,787,900株 17年４月期第３四半期 13,189,680株 

17年４月期      13,189,140株 
３．平成１８年４月期の業績予想（平成 17年 5月 1日～平成 18年 4月 30日） 
 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通     期 34,867 2,774 922 
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   66円  86銭 
［業績予想に関する定性的情報等（平成 17年 5月 1日～平成 18年 4月 30日）］ 
現況の経営環境を鑑み平成 18年４月期の通期業績予想は平成 17年 12月 14日開示致しました予想
数値を下回ると予想され上記のとおりに変更させていただきます。 
 
※上記に記載した業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成された
ものであります。実際の業績等は、今後様々な要因により当該予想数値と異なる場合があります。 
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〔添付資料〕 
 
１．第 3四半期要約貸借対照表（個別） 

（単位：千円） 

当第 3四半期末 
（平成 18年 1月 31日現在） 

前第 3四半期末 
（平成 17年 1月 31日現在） 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

（平成17年４月30日現在） 科  目 

金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 
（資産の部）       
Ⅰ 流動資産       

1現金及び預金 2,881,879  3,417,266  3,531,889  
2売掛金 786,721  768,483  970,012  
3たな卸資産 4,118,960  3,815,081  3,809,173  
4その他 917,247  869,064  910,536  
貸倒引当金 △21,619  △18,703  △20,436  
流動資産合計 8,683,188 25.2 8,851,192 25.1 9,201,176 26.1 
Ⅱ 固定資産       

1有形固定資産       
（1）建物 4,224,207  4,788,736  4,314,318  
（2）土地 7,185,700  7,978,611  7,866,564  
（3）建設仮勘定 3,885  ―  ―  
（4）その他 1,398,214  1,506,196  1,470,757  
有形固定資産合計 12,812,006 37.1 14,273,545 40.4 13,651,640 38.8 

2無形固定資産 219,124 0.6 220,593 0.6 242,071 0.7 
3投資その他の資産       
（1）敷金及び保証金 10,020,538  9,478,097  9,626,071  
（2）その他 2,808,594  2,550,462  2,498,329  
貸倒引当金 △58,529  △107,998  △86,247  
投資その他の資産合計 12,770,603 37.0 11,920,562 33.7 12,038,154 34.2 
固定資産合計 25,801,735 74.7 26,414,700 74.7 25,931,866 73.7 
Ⅲ 繰延資産       
社債発行費 47,241  72,319  58,633  
繰延資産合計 47,241 0.1 72,319 0.2 58,633 0.2 
資産合計 34,532,166 100.0 35,338,212 100.0 35,191,675 100.0 
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当第 3四半期末 
（平成 18年１月 31日現在） 

前第 3四半期末 
（平成 17年１月 31日現在） 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

（平成 17年４月 30日現在） 科  目 

金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 金  額 構成比

（%） 
（負債の部）       
Ⅰ 流動負債       
 1支払手形 2,926,022  3,038,130  3,162,466  
 2買掛金 1,852,361  1,924,974  1,792,302  
 3短期借入金 2,161,952  3,082,156  2,764,756  
 4未払法人税等 356,385  753,109  692,517  
 5未払費用 1,303,160  1,344,738  1,858,095  
 6その他 1,390,674  1,367,852  1,387,817  
流動負債合計 9,990,556 29.0 11,510,959 32.6 11,657,955 33.1 
Ⅱ 固定負債       
 1社債 3,662,500  3,287,500  3,075,000  
 2長期借入金 3,208,126  4,292,742  4,173,303  
 3退職給付引当金 984,207  911,940  922,561  
 4役員退職慰労引当金 1,483,313  1,483,313  1,483,313  
 5預り保証金 3,963,690  3,852,650  3,847,560  
固定負債合計 13,301,836 38.5 13,828,145 39.1 13,501,737 38.4 
負債合計 23,292,392 67.5 25,339,104 71.7 25,159,693 71.5 
（資本の部）       
Ⅰ資本金 1,532,360 4.4 1,071,080 3.0 1,071,080 3.0 
Ⅱ資本剰余金       
 1資本準備金 1,467,880 4.3 1,006,600 2.9 1,006,600 2.9 
Ⅲ利益剰余金       
 1利益準備金 19,350  19,350  19,350  
 2任意積立金 5,092,710  5,092,710  5,092,710  
 3当期未処分利益 3,118,166  2,804,477  2,838,349  
利益剰余金合計 8,230,226 23.8 7,916,537 22.4 7,950,409 22.6 
Ⅳその他有価証券評価差額金 14,814 0.0 7,253 0.0 7,312 0.0 
Ⅴ自己株式 △5,508 △0.0 △2,363 △0.0 △3,420 0.0 
資本合計 11,239,773 32.5 9,999,107 28.3 10,031,982 28.5 
負債資本合計 34,532,166 100.0 35,338,212 100.0 35,191,675 100.0 
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２．第 3四半期要約損益計算書（個別） 
（単位：千円） 

当第 3四半期 
〔自 平成 17年５月１日 
至 平成 18年１月 31日〕 

前第 3四半期 
〔自 平成 16年５月１日 
至 平成 17年１月 31日〕 

前事業年度の 
要約損益計算書 
〔自 平成 16年５月１日 
至 平成 17年４月 30日〕 

科  目 

金  額 百分比

（%） 金  額 百分比

（%） 金  額 百分比

（%） 
Ⅰ 売上高 26,230,953 100.0 26,498,390 100.0 35,194,799 100.0 
Ⅱ 売上原価 7,259,774 27.7 7,142,779 27.0 9,532,802 27.1 
売上総利益 18,971,178 72.3 19,355,611 73.0 25,661,996 72.9 
Ⅲ 販売費及び一般管理費 16,878,802 64.3 16,403,778 61.9 22,141,274 62.9 
営業利益 2,092,375 8.0 2,951,832 11.1 3,520,722 10.0 
Ⅳ 営業外収益 181,627 0.7 190,750 0.7 257,724 0.7 
Ⅴ 営業外費用 202,886 0.8 215,462 0.8 281,093 0.8 
経常利益 2,071,116 7.9 2,927,120 11.0 3,497,353 9.9 
Ⅵ 特別利益 59,116 0.2 ― ― 1,700 0.0 
Ⅶ 特別損失 790,418 3.0 211,245 0.8 814,102 2.3 
税金等調整前第３四半期 
（当期）純利益 1,339,814 5.1 2,715,874 10.2 2,684,951 7.6 

法人税、住民税及び事業税 850,790 3.2 1,310,422 4.9 1,235,431 3.5 
法人税等調整額 △191,905 △0.7 85,790 0.3 95,986 0.3 
第３四半期（当期）純利益 680,929 2.6 1,319,662 5.0 1,353,534 3.8 
前期繰越利益 2,575,119  1,567,257  1,567,257  
中間配当金 137,882  82,442  82,442  
当期未処分利益 3,118,166  2,804,477  2,838,349  
       
 
 


